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私
は
、
地
域
の
元
気
の
源
は
、
産
業
の
活

性
化
に
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
の
実

現
の
た
め
、
有
効
な
戦
略
に
積
極
的
に
取
り

組
み
、
み
ん
な
で
頑
張
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
ま
い
り
た
い
と
、
意
を
新
た
に
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
地
域
の
実
情
を
知
る
市

民
や
地
元
企
業
、
そ
し
て
新
し
い
活
動
団
体

で
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
皆
さ
ん
と
市
が
相
互

連
携
し
、
地
域
の
持
つ
恵
ま
れ
た
資
源
や
知

恵
を
生
か
し
て
、
新
し
い
地
域
社
会
を
構
築

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
経
済
的
に

も
自
立
で
き
る
地
域
づ
く
り
に
向
け
た
施
策

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
本
市
は
、

首
都
近
郊
と
し
て
の
地
理
的
条
件
や
豊
か
な

自
然
環
境
、
そ
し
て
果
樹
産
地
と
し
て
の
優

位
性
を
有
し
て
お
り
、
都
市
と
の
交
流
・
連

携
を
通
じ
て
共
生
を
目
指
す
こ
と
も
ひ
と
つ

の
選
択
肢
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
豊
か
な
自
然
か

2
健
や
か･

安
心
・

思
い
や
り
の
ま
ち
づ
く
り

◎
や
ま
ゆ
り
館
＝
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
・

介
護
予
防
と
健
康
づ
く
り
に
よ
る
地
域
福
祉

や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拠
点
と
し
ま
す
。

◎
国
民
健
康
保
険
＝
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
あ
わ
せ
、
安
心
し
て
各
種
の
医
療
サ
ー
ビ

ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
所
要
の
改
正
を
行
い

ま
す
。

◎
保
健
予
防
＝
40
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
方
を

対
象
に
、
特
定
健
康
診
査
と
特
定
保
健
指
導

を
実
施
し
ま
す
。
麻
し
ん
・
風
し
ん
の
予
防

接
種
対
象
者
を
拡
充
し
ま
す
。

◎
高
齢
者
福
祉
＝
元
気
な
高
齢
者
の
支
援
と

と
も
に
、
介
護
保
険
の
給
付
や
地
域
支
援
事

業
な
ど
の
総
合
的
な
高
齢
者
施
策
を
実
施
し

ま
す
。

◎
３
級
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
研
修
＝
中
学

生
や
高
齢
者
を
対
象
に
、
社
会
福
祉
協
議
会

と
連
携
協
力
し
て
実
施
し
ま
す
。

◎
障
害
者
福
祉
＝
自
立
支
援
給
付
の
実
施
と

と
も
に
、
地
域
生
活
支
援
事
業
と
し
て
、
在

宅
障
害
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
支
援
し
ま

す
。

◎
次
世
代
の
育
成
支
援
＝
不
妊
治
療
費
助
成

を
継
続
し
て
行
う
と
と
も
に
、
妊
婦
健
診
に

対
す
る
市
の
助
成
の
回
数
を
２
回
か
ら
５
回

へ
増
や
し
ま
す
。

　

乳
幼
児
、
母
子
父
子
家
庭
、
妊
産
婦
な
ど

の
外
来
自
己
負
担
金
の
助
成
を
継
続
し
て
行

う
ほ
か
、
児
童
手
当
や
子
育
て
奨
励
金
も
、

引
き
続
き
支
給
し
ま
す
。

　

特
に
需
要
の
多
い
大
塚
児
童
館
の
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
で
は
、
小
学
校
２
年
生
と
３
年

生
を
対
象
と
し
、
１
年
生
は
新
た
に
下
稲
吉

小
学
校
の
教
室
を
活
用
し
て
開
設
し
ま
す
。

◎
霞
ヶ
浦
地
区
の
統
合
保
育
所
整
備
＝
民
間

活
力
の
導
入
を
図
る
た
め
、
公
募
に
よ
り
選

定
さ
れ
た
民
間
事
業
者
の
保
育
施
設
建
設
に

対
し
、
交
付
金
制
度
を
活
用
し
た
助
成
な
ど

を
行
い
な
が
ら
、
平
成
21
年
４
月
の
開
所
を

目
指
し
ま
す
。

3
豊
か
な
学
び
と

創
造
の
ま
ち
づ
く
り

◎
学
校
教
育
＝
テ
ィ
ー
ム
・
テ
ィ
ー
チ
ン
グ

（
複
数
の
教
師
に
よ
る
指
導
）非
常
勤
講
師
や

英
語
指
導
助
手
を
引
き
続
き
配
置
し
ま
す
。

◎
学
校
図
書
室
運
営
＝
各
中
学
校
の
図
書
室

へ
司
書
な
ど
を
新
た
に
配
置
し
ま
す
。

◎
相
談
事
業
＝
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
や
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な
ど
を
活
用
し
な
が

ら
、
児
童
生
徒
の
悩
み
の
解
決
や
保
護
者
の

教
育
相
談
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

◎
少
年
の
つ
ば
さ
＝
中
学
生
海
外
派
遣
事
業

を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

◎
校
舎
な
ど
の
耐
震
化
＝
実
施
に
向
け
た
計

画
づ
く
り
と
併
せ
、
財
源
を
確
保
す
べ
く
、

基
金
制
度
の
創
設
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度

か
ら
検
証
し
、
対
応
し
ま
す
。

◎
統
廃
合
＝
国
や
県
の
動
き
を
見
な
が
ら
、

ら
生
み
出
さ
れ
る
農
水
産
物
、
地
の
利
、
歴

史
、
文
化
な
ど
、
豊
富
な
地
域
資
源
を
活
用

し
て
い
く
た
め
、
市
民
の
多
様
な
考
え
を
集

約
し
、
地
域
主
体
の
取
り
組
み
を
支
援
す
る

た
め
の
、
市
民
協
働
の
ス
タ
ー
ト
の
年

に
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
将
来
像
で
あ
る「
き
ら

き
ら 

い
き
い
き 

ふ
れ
あ
い
育
む

 

豊
か
な
め
ぐ
み
野
」の
実
現
に

向
け
て
、
総
合
計
画
に
位
置

付
け
る
５
つ
の
基
本
方
針

に
基
づ
き
、
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

1
自
然
と
調
和
し
た

快
適
な
ま
ち
づ
く
り

◎
ご
み
対
策
＝
減
量
化
に
向
け
た
意
識
の
啓

発
な
ど
を
ね
ら
い
に
、
新
治
地
方
広
域
事
務

組
合
環
境
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
の
自
己
搬

入
ご
み
を
す
べ
て
有
料
と
す
る
な
ど
、
一
層

の
減
量
化
と
リ
サ
イ
ク
ル
に
努
め
ま
す
。

◎
石
岡
地
方
斎
場
組
合
の
火
葬
場
移
転
＝
石
岡

市
、
小
美
玉
市
と
連
携
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

◎
市
道
幹
線
＝
㋕
２
６
４
４
号
線（
深
谷
大

和
田
バ
イ
パ
ス
）㋠
55
号
線（
粟
田
橋
）の
平

成
20
年
度
内
完
成
、
㋠
６
号
線（
新
治
橋
）の

平
成
22
年
度
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

◎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
＝
神
立
駅
、
各
地

区
へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上
な
ど
の
見
直
し
を
行

い
、４
月
か
ら
新
た
な
運
行
を
開
始
し
ま
す
。

◎
都
市
計
画
道
路
神
立
停
車
場
線
＝
千
代
田

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
入
口
か
ら
都
市
計
画

道
路
木
田
余
神
立
線
の
間
の
２
２
０
メ
ー
ト

ル
の
区
間
を
、「
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
」

に
よ
り
整
備
を
進
め
、「
に
ぎ
わ
い
」の
あ
る

市
街
地
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

◎
神
立
駅
西
口
地
区
整
備
＝
土
浦
市
、
県
や

関
係
機
関
と
連
携
し
、方
向
付
け
を
し
ま
す
。

◎
防
災
・
救
急
＝
総
合
的
な
防
災
訓
練
を
実

施
し
ま
す
。
ま
た
、
Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式
除

細
動
器
）を
、
あ
じ
さ
い
館
、
保
育
所
、
児
童
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館
へ
引
き
続
き
設
置
し
ま
す
。

◎
常
備
消
防
＝
県
の
広
域
化
推
進
計
画
に

基
づ
き
、
安
全
確
保
、
効
率
性
な
ど
を
考
慮

し
、
県
南
ブ
ロ
ッ
ク
へ
の
加
入
協
議
を
進
め

ま
す
。

◎
百
里
基
地
で
の
日
米
共
同
訓
練
＝
騒
音
の

可
能
な
限
り
の
軽
減
と
安
全
の
確
保
を
、
県

や
関
係
市
町
と
連
携
し
強
く
要
請
し
ま
す
。

ま
た
、
再
編
交
付
金
を
活
用
し
、
対
象
地
域

の
生
活
面
の
向
上
に
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

◎
水
道
事
業
＝
安
定
し
た
水
道
水
の
供
給
が

で
き
る
よ
う
、
浄
・
配
水
場
の
統
廃
合
を
含

め
た
全
体
整
備
計
画
の
策
定
を
進
め
ま
す
。

　
　

　

1
の
主
要
事
業

△
石
岡
地
方
斎
場
組
合
事
業

　
　
　
　
　

…
…
…
…
１
，
４
７
２
万
円

△
幹
線
市
道（
㋕
２
６
４
４
号
線
）整
備
事
業

　
　
　
　
　

…
…
３
億
８
，
２
８
５
万
円

△
幹
線
市
道（
㋠
55
号
線
）整
備
事
業

　
　
　
　
　

…
…
…
…
６
，
８
３
０
万
円

△
幹
線
市
道（
㋠
６
号
線
）整
備
事
業

　
　
　
　
　

…
…
１
億
３
，
２
２
０
万
円

△
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
事
業

　
　
　
　
　

…
…
…
…
１
，
８
７
１
万
円

△
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
事
業

　
　
　
　
　

…
…
…
…
…
…
６
５
７
万
円

△
都
市
計
画
道
路
神
立
停
車
場
線
整
備
事
業

　
　
　
　
　

…
…
…
…
８
，
０
９
７
万
円

△
防
災
訓
練
事
業
…
…
…
…
１
０
０
万
円

△
福
祉
施
設
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
事
業

　
　
　
　
　

…
…
…
…
…
…
１
０
１
万
円

△
上
水
道
浄
・
配
水
場
整
備
事
業

　
　
　
　
　

…
…
…
…
３
，
５
０
０
万
円

　
　

　

2
の
主
要
事
業

△
後
期
高
齢
者
医
療
事
業

　
　
　
　
　

…
…
３
億
３
，
８
５
２
万
円

△
特
定
健
康
診
査
事
業

　
　
　
　
　

…
…
…
…
２
，
５
７
２
万
円

△
３
級
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
事
業

　
　
　
　
　

…
…
…
…
…
…
…
６
２
万
円

△
障
害
者
地
域
生
活
支
援
事
業

　
　
　
　
　

…
…
…
…
４
，
３
４
１
万
円

△
妊
婦
・
乳
児
健
康
診
査
事
業

　
　
　
　
　

…
…
…
…
２
，
３
４
３
万
円

△
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

　
　
　
　
　

…
…
…
…
４
，
０
６
４
万
円

施政方針と予算集
特

△
統
合
保
育
所
整
備
事
業

　
　
　
　
　

…
…
１
億
９
，
２
９
１
万
円

霞ヶ浦地区の保育所では
平成 21年度から民間運営を予定

市内の小中学校で英語指導助手を
採用した授業を展開

きらきら　いきいき

　ふれあい育む

　　豊かなめぐみ野

対面交通に架け替えられた粟田橋

施
政
方
針
�
予
算
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学
校
の
将
来
の
方
向
性
な
ど
を
見
据
え
、
学

区
審
議
会
な
ど
各
方
面
か
ら
意
見
を
い
た
だ

き
ま
す
。

◎
志
筑
小
学
校
の
移
転
整
備
＝
平
成
23
年
４

月
開
校
を
目
指
し
ま
す
。

◎
生
涯
学
習
＝
各
種
講
座
の
開
催
と
と
も
に

引
き
続
き
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の

運
営
を
支
援
し
ま
す
。

◎
国
民
文
化
祭
＝
今
年
11
月
に
、
茨
城
県
内

で
開
催
さ
れ
る
国
内
最
大
の
文
化
・
芸
術
の

祭
典「
国
民
文
化
祭
」に
は
、
七
色
の
帆
引
き

船
の
合
同
操
業
を
は
じ
め
帆
引
き
船
と
霞
ヶ

浦
を
テ
ー
マ
と
し
た
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

さ
ら
に
、郷
土
資
料
館
に
お
い
て
特
別
展「
帆

引
き
船
と
坂
本
九
」を
開
催
し
、
市
と
著
名

人
と
の
関
わ
り
な
ど
の
情
報
を
全
国
に
発
信

し
ま
す
。

◎
図
書
情
報
シ
ス
テ
ム
＝
市
立
図
書
館
の
図

書
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
検
索
・
予
約
が

可
能
に
な
る
た
め
、
有
効
利
用
が
図
れ
る
よ

う
普
及
推
進
に
努
め
ま
す
。

4
活
力
あ
る

産
業
を
育
て
る
ま
ち
づ
く
り

◎
美
味
多
彩「
湖
山
の
宝
」発
掘
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
＝
市
内
特
産
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
と
活
用
な

ど
、
地
域
の
振
興
に
向
け
た
研
究
を
進
め
、

農
業
経
営
基
盤
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

◎
食
の
安
全
・
安
心
対
策
＝
生
産
者
団
体
が

実
施
す
る
残
留
農
薬
検
査
を
支
援
し
ま
す
。

ま
た
、
果
樹
に
つ
い
て
も
、
従
来
の
化
学
農

薬
を
低
減
す
る
生
産
方
法
に
よ
り
、
害
虫
の

発
生
を
抑
え
る
な
ど
環
境
に
や
さ
し
い
農
業

へ
の
取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す
。

◎
水
田
経
営
＝
米
の
需
給
の
新
制
度
導
入
と

と
も
に
、
農
協
と
一
体
と
な
っ
て
、
そ
ば
・

大
豆
・
麦
・
飼
料
作
物
な
ど
の
団
地
化
や
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
な
ど
の
新
作
物
を
推
進
し
、
前

向
き
な
担
い
手
を
育
成
・
支
援
し
ま
す
。

◎
水
産
支
援
＝
水
産
資
源
の
確
保
と
水
産
加

工
品
の
消
費
拡
大
に
よ
り
、
漁
業
経
営
の
安

定
を
図
る
と
と
も
に
、
県
と
連
携
し
て
網
い

◎
市
民
協
働
＝
市
民
懇
談
会
や
ま
ち
づ
く
り

委
員
会
を
開
催
し
、
幅
広
く
市
民
の
声
を
行

政
に
反
映
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

◎
男
女
共
同
参
画
＝
計
画
に
基
づ
き
、
男
女

が
あ
ら
ゆ
る
活
動
に
参
加
で
き
る
環
境
づ
く

り
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

◎
霞
ヶ
浦
庁
舎
移
転
＝
事
業
内
容
の
精
査
を

行
い
、平
成
22
年
４
月
開
所
を
目
指
し
ま
す
。

◎
指
定
管
理
者
制
度
＝
平
成
20
年
度
か
ら
、

水
族
館
な
ど
３
カ
所
に
導
入
し
ま
す
。

◎
財
政
運
営
＝
中
長
期
的
視
点
に
立
ち
、
収

納
率
の
向
上
を
図
り
、
歳
入
を
確
保
し
徹
底

し
た
歳
出
改
革
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
合
併

特
例
債
活
用
事
業
や
大
規
模
建
設
事
業
な
ど

に
つ
い
て
、
長
期
財
政
見
込
を
踏
ま
え
た
見

直
し
を
進
め
ま
す
。

◎
特
別
会
計
＝
公
共
下
水
道
事
業
、
農
業
集

落
排
水
事
業
に
お
い
て
、
公
的
資
金
補
償
免

除
繰
上
償
還
制
度
を
活
用
し
た
借
り
換
え
に

よ
り
、
償
還
金
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

【
施
政
方
針
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
先
】

企
画
課　

☎
内
線
１
５
６
４

け
す
養
殖
業
の
再
編
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

◎
消
費
者
支
援
＝
住
民
か
ら
相
談
を
受
け
、

暮
ら
し
に
役
立
つ
情
報
を
提
供
す
る
た
め
、

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
す
。

◎
観
光
交
流
＝
広
域
観
光
と
連
携
し
、「
湖

山
の
宝
め
ぐ
り
」と
し
て
、
市
内
の
地
域
資

源
を
有
効
活
用
し
て
新
た
な
体
験
交
流
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
実
施
し
、
農
業
、
観
光
業
、
商
業

の
相
乗
的
な
発
展
を
目
指
し
ま
す
。

◎
か
す
み
が
う
ら
祭
・
あ
ゆ
み
祭
り
＝
交
流

人
口
の
拡
大
に
努
め
、
地
域
の
活
性
化
や
魅

力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

5
み
ん
な
で
つ
く
る

連
携
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

　
　

　

3
の
主
要
事
業

△
学
校
図
書
室
運
営
事
業
…
９
７
８
万
円

△
中
学
生
海
外
派
遣
事
業「
少
年
の
つ
ば
さ
」

　
　
　
　
　

…
…
…
…
…
…
８
５
０
万
円

△
志
筑
小
学
校
移
転
整
備
事
業

　
　
　
　
　

…
…
…
…
９
，
６
８
１
万
円

△
国
民
文
化
祭
事
業
…
…
…
１
９
２
万
円

△
図
書
館
図
書
シ
ス
テ
ム
事
業

　
　
　
　
　

…
…
…
…
…
…
４
９
６
万
円

　
　
　

4
の
主
要
事
業

△
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
対
策
事
業

　
　
　
　
　

…
…
…
…
…
…
１
７
６
万
円

△
食
の
安
全･

安
心
対
策
事
業
…
５
０
万
円

△
消
費
者
支
援
事
業
…
…
…
２
６
６
万
円

△
観
光
交
流
推
進
事
業

　
　
　
　
　

…
…
…
…
１
，
０
５
７
万
円

△
か
す
み
が
う
ら
祭
事
業
…
９
７
９
万
円

　
　

　

5
の
主
要
事
業

△
市
民
協
働
推
進
事
業
…
…
…
２
０
万
円

△
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

　
　
　
　
　

…
…
…
…
…
…
５
０
０
万
円

△
地
域
集
会
施
設
整
備
費
補
助
事
業

　
　
　
　
　

…
…
…
…
…
…
６
６
８
万
円

△
水
族
館
管
理
運
営
事
業（
指
定
管
理
者
制
度
）

　
　
　
　
　

…
…
…
…
…
…
７
６
５
万
円

△
公
的
資
金
補
償
金
免
除
繰
上
償
還
事
業

　
　
　
　
　

…
…
５
億
３
，
２
９
３
万
円

※ 各項目の割合は小数点第2位を四捨五入したもの。

20年度一般会計 140億6,000万円

施政方針と予算集
特

特別会計  97億170万円

5.9%減

12.2%減

「市民と協働のまちづくり」
の第一歩となる市民懇談会

民生費
41億1,574万円
29.3％

総務費
22億2,841万円
15.9％

土木費　20億4,113万円
14.5％

公債費
15億2,312万6千円
10.8％

衛生費
11億6,836万2千円
8.3％

教育費
12億990万6千円
8.6％

消防費
7億4,604万2千円
5.3％

農林水産業費
 6億4,186万3千円
4.6％ その他　3億8,542万1千円

2.7％

140億6,000万円

人件費
40億6,673万3千円
28.9%

扶助費
15億6,838万7千円
11.2%

公債費
15億3,822万6千円
10.9%

普通建設事業費
17億8,606万5千円
12.7%

繰出金
16億3,042万5千円   11.6%

物件費
15億5,984万9千円   11.1%

補助費など
14億5,758万5千円   10.4%

その他
4億5,272万8千円   3.2%

災害復旧費 2千円
0%

140億6,000万円

「湖山の宝」発掘プロジェクトの一環で
行われた「食発見コンテスト」

科 　 目 説　　明

市 税 市民税・固定資産税などの税金

繰 越 金 昨年度の予算収支から繰り越されたお金

繰 入 金 市の貯金などから繰り入れたお金

その他の

自主財源

分担金・負担金、諸収入、使用料・

手数料、財産収入、寄附金など

地 方

交 付 税

自治体の財政力に応じて交付さ

れるお金

市 債 建設事業などのための長期借入金

国 庫

支 出 金

国が市に対して、使途を特定し交

付する補助金など

県支出金
茨城県が市に対して、使途を特定し

交付する補助金など

その他の

依存財源

地方消費税交付金、地方譲与税、

ゴルフ場利用税交付金、自動車取

得税交付金、地方特例交付金など

歳入一般
会計

市税
53億4,432万5千円
38.0％

地方交付税
35億円
24.9％

市債
14億4,280万円
10.3％

国庫支出金
10億639万3千円
7.2％

県支出金
7億1,004万9千円
5.1％

その他の依存財源
10億 3,833 万 4千円
7.3％

その他の自主財源
4億 4,637 万 9千円
3.2％

繰越金　3億円
2.1％

繰入金
2億7,172万円
1.9％

140億6,000万円

自主財源 45.2%
依存財源 54.8%

歳出一般
会計

義務的経費  51.0%
投資的経費  12.7%
その他の経費  36.3%

科 　 目 説　　明

民 生 費
高齢者、障害者、児童福祉、生活保

護者などのためのお金

総 務 費
全般的な管理事務、企画調整事務、

税務、戸籍、選挙などに使うお金

土 木 費
道路、河川、街路、公園などの

維持管理、整備のためのお金

公 債 費 市債の返済のためのお金

教 育 費
小・中学校、生涯学習、文化、芸

術などのためのお金

衛 生 費
市民の健康管理、ゴミ処理など

のためのお金

消 防 費 消防活動のためのお金

農林水産業費
農業・林業・水産業に対する支

援のためのお金

そ の 他 商工業の振興や議会のためのお金

性質別歳出

科 　 目 説　　明

人 件 費
議会議員の報酬や職員の給与、勤

労の対価として支払われるお金

扶 助 費
生活保護や高齢者、障害者、児童対

策などの社会保障に使われるお金

公 債 費 地方債の元金や利子に使われるお金

普通建設

事 業 費

道路の新設・改良、学校や庁舎

などの建設のためのお金
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特

別

会

計

会　計　名 予　算　額 前年度比（%）

国 民 健 康 保 険 46億 9,293万 2千円 9.2

老 人 保 健 2億 8,067万 8千円 ▲ 91.3

後期高齢者医療 5億 3,994 万 2千円 新規

下 水 道 事 業 14億 9,247万 9千円 47.4

農業集落排水事業 4億 3,198 万 3千円 20.8

介 護 保 険 22億 5,812万 1千円 5.2

土 地 取 得 556万 5千円 ▲ 71.2

合　　計 97億 170万円 ▲ 12.2

企

業

会

計

会 計 名 予　算　額 前年度比（%）

水

道

事

業

収益的
収　支

収入 10億 7,575万 2千円 ▲ 2.9

支出 10億 7,572万 3千円 ▲ 2.8

資本的
収　支

収入 1億 7,240 万円 34.4

支出 4億 9,270 万 6千円 7.0

※資本的収支の不足額 3億 2,030 万 6 千円は、
過年度分損益勘定留保資金で補てん

企　業　会　計 特　別　会　計

特定の事業を行う場合に、一般会計と区分し経理
する会計です。

民間企業における会計と同じで、事業の収益で支
出を賄う独立採算制の会計です。

　

一
般
会
計
は
、
１
４
０
億
６
千
万
円
で
、

前
年
度
に
比
較
し
、
５
・
９
％
減
額
予
算
と

な
っ
て
い
ま
す
。
主
な
理
由
と
し
て
は
、
や

ま
ゆ
り
館
の
建
設
が
終
了
し
た
こ
と
や
、
将

来
負
担
と
な
る
借
金
を
考
慮
し
、
起
債
事
業

の
見
直
し
を
図
り
、
道
路
整
備
事
業
な
ど
の

平
準
化
を
図
る
こ
と
で
建
設
事
業
が
減
少
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
特
別
会
計
は
、
75
歳
以
上
の
方
対

象
の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が
広
域
連
合
に

よ
り
発
足
し
た
こ
と
な
ど
を
受
け
、
前
年
度

よ
り
13
億
４
，
４
０
０
万
円
減
額
し
て
い
ま

施政方針と予算集
特

す
。
ま
た
、
下
水
道
事
業
と
農
業
集
落
排
水

事
業
は
、
金
利
の
高
か
っ
た
と
き
の
地
方
債

の
借
換
え
を
行
い
、
金
利
を
減
少
さ
せ
る
こ

と
で
将
来
の
住
民
負
担
を
下
げ
る
取
り
組
み

を
行
い
ま
す
。

　

地
域
と
住
民
が
、
安
心
で
き
る
ま
ち
づ
く

り
の
推
進
と
持
続
的
な
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
確

立
す
る
基
盤
づ
く
り
を
強
化
す
る
た
め
の
財

源
配
分
に
努
め
ま
し
た
。

【
予
算
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
先
】

財
政
課　

☎
内
線
１
５
７
１

今
年
度
の
収
入
と
支
出
の
特
徴

税金などの一般財源と特定財源の割合
　市の行政活動のためのお金は、市民からの税金と国か
らの地方交付税などの「一般財源」と、特定の目的に使わ
れる国や県からの補助金や地方債などの「特定財源」に分
けられます。この一般財源と特定財源の比率は約 8：2
です。また、一般財源のうち市税は49％を占めています。
　平成 20年度当初予算では、民生費の構成比がもっと
も高く、続いて総務費、土木費に多く使われているのが
分かります。
　一般財源と特定財源で比較すると、民生費は国や県か
らの補助金の割合が高く、土木費は地方債などの財源を
活用しています。また、公債費や消防費などは、ほぼ一
般財源で賄っています。

������������������������������������

民生費

総務費

土木費

公債費

教育費

衛生費

消防費

その他

市税（個人･法人市民税、
固定資産税）
その他の一般財源（地方
交付税・地方特例交付
金利子割交付金）
国・県・地方債など（国
庫補助金・県支出金・
地方債など）

有料広告欄


